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WDMレーザーダイオードの温度制御に最適
温度設定分解能±0.001℃

TECソースメータ

型
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TECソースメータ 2510型　温度制御安定性 ±0.005℃

2510型の特長
■ 50W TECコントローラ

■ フルデジタルP-I-D制御

■ 幅広い温度設定レンジ（－50℃～225℃）

■ 高い設定分解能（±0.001℃）と安定性（±0.005℃）

■ 様々な温度センサ（サーミスタ、RTD、ICセンサ）対応

■ 温度、電流、電圧、センサ抵抗でコントロール

■ TECの機械的ダメージをAC抵抗測定機能でチェック

■ 温度制御中にTECのパラメータを測定、表示

■ リードのオープン・ショート検出機能

■ デジタルI/O、トリガリンクI/F によりハンドラーと接続

■ GPIB、RS-232Cインターフェイス標準装備

■ ハーフラックサイズ

2510 型 TECソースメータは、光ファイバー通信ネットワーク用
WDMレーザーダイオードに要求される高精度温度制御を実現す
べく製造メーカーと共同で開発されました。デバイスの温度を厳
格にコントロールするよう設計され、レーザーダイオードの製造
ライン、および研究開発部門での使用を目的としています。
2510型と共に、ケースレーの2400型や2420型ソースメータをレー
ザダイオード用電源として使用し、6517A型エレクトロメータや
2500 型 2ch フォトダイオードメータをLDのバックサイド PDや
受光用フォトダイオードの電流測定に使うと、L-I-V テストシステ
ムが構築できます。
温度変化によってレーザーダイオードの波長が変化するため、一
般に温度制御は重要ですが、特にWDMレーザーダイオードの温
度コントロールは非常に重要です。もし、温度が変化するとレー
ザーダイオードの出力波長が変化し、信号のオーバーラップやク
ロストーク問題を引き起こします。レーザーダイオードのDC試験
で、2510型はユーザーが設定した温度の±0.005℃以内に正確にコ
ントロールします。試験中、温度センサからレーザーダイオード
モジュールの内部温度を測定し、要求された設定ポイントに温度
を保つため、レーザーダイオードモジュールのTECにパワーを迅
速かつ正確に供給します。

高安定PID制御
これまでのTECコントローラと比較した時、性能の低いP-I ルー
プのハードウェア制御機構に比べて、2510型はソフトウェアベー
スの、フルデジタルP-I-D（Proportional-Integral-Differential）制
御で非常に高い安定性を達成しています。温度の安定性（短期間
で±0.005℃、長期間で±0.01℃）は結果として、製造でのDC特
性試験においてレーザーダイオードモジュールの出力波長と光パ
ワーの微調整に威力を発揮します。また安定性が向上することで、
特にコンポーネントや多重ネットワークサブアセンブリの測定値
の信頼性が上がり、モジュールの歩留り向上に貢献します。2510
型のP-I-D制御により様々な温度設定ポイントで測定の確度とそれ
に必要な待ち時間を最適に設定できます。
±0.001℃分解能で－50℃～225℃までの温度設定レンジは光コン
ポーネントとサブアセンブリを冷却する製造試験のすべての用途
でお使いいただけます。



TEC（ペルチェデバイス）測定機能
2510は温度制御中にTECの電流、電圧降下、電力、抵抗のリアル
タイム測定ができます。この 2510型の TEC測定機能により、温
度コントローラの他にTEC測定用のデジタルマルチメータ等を用
意して頂く必要がありません。

オープン・ショートリード検出
2510型は４端子測定法を使用して、試験前の接触不良確認のため
に温度センサとTECのオープン・ショートリードを見つけます。
これにより、測定中の誤判断やデバイスダメージの可能性を減少
させます。

50W出力
今日のレーザーダイオードモジュールが複雑になるなか、製造試
験間のモジュール冷却ニーズに対応した温度コントローラで高パ
ワーレベルが必要とされています。2510型の50W（5A＠10V）出
力はパワーの低い温度コントローラよりもテストスピードが早く、
温度範囲を広くできます。

AC 抵抗測定機能
TECデバイスは組み立て中にかかる応力によって機械的ダメージ
が生じることがあります。レーザーダイオードモジュールに組み
込まれた後のデバイスダメージを確認する最も効果的な方法は微
小AC（もしくはDC反転法）抵抗測定です。TEC製造メーカーの
仕様と比較した時、もしデバイスの抵抗に変化があった時は機械
的ダメージを受けていることが確認できます。デバイスに電流が
流れることで、熱が発生し測定対象の抵抗に影響を及ぼす一般的
なDC抵抗測定と異なり、AC抵抗法はこの問題を取り除き、より
正確な測定を実現します。微小DC反転法は抵抗測定で様々な熱に
よる影響を最小に抑えます。

上のグラフは2510型のA/Dコンバータ分解能と温度安定性を従来製品と
比較したものです。従来製品はアナログのProportional-Integral（P-I）制
御ループを使用しているので、分解能の低いアナログーデジタルコンバータを
通してデジタルのフォーマットでディスプレイにデータを表示します。反対に
2510型は高精密なデジタルP-I-D制御ループを使用しているため、短期間
で±0.005℃、長期間で±0.01℃以内という非常に高い温度安定性を実現
しています。

温度安定性比較データ 
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プログラマブルな設定ポイントとリミット
ユーザーは2510型を温度、電流、電圧、サーミスタ抵抗で設定値
を指定できます。サーミスタ抵抗で設定する機能を使用して、
フィールドでのレーザーダイオードモジュールの実際のパフォー
マンスと相関の高い試験ができます。また、パワー、電流、温度
のリミット機能は試料のダメージを防ぐ最高のプロテクションを
提供します。
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2510型は以下のように設計された温度コントローラです。
● 一定の温度、電流、電圧もしくはサーミスタ抵抗に保つためにTECへ
のパワーをコントロールする。

● TECの抵抗値を測定する。
● PIDソフトウェア温度コントロールループ

コントロールシステム仕様
設　　　　定：ペルチェの温度を一定にする

　ペルチェの電圧を一定にする
　ペルチェの電流を一定にする
　サーミスタ抵抗を一定にする

コントロール方法：プログラム可能なPIDループソフトウェア。Propor-
tional（比例）、Integral（積分）、Differential（微分）の
ゲインをそれぞれプログラム可能。

設定ポイントの安定性（短期間）：± 0.005℃rms 1, 4, 5
設定ポイントの安定性（長期間）：±0.01℃ 1, 4, 6
設定レンジ：－50°～225℃
温度オーバーリミット：250℃max
温度アンダーリミット：－50℃max
設定分解能：±0.001℃、＜±400μV、＜±200μA、ノミナル（25

℃）、サーミスタ抵抗の0.01％
ハードウェア電流リミット：1.0A～ 5.25A± 5％
ソフトウェア電圧リミット：±0.5～ 10.5V± 5％

温度センサ仕様3

　　センサの種類 RTD  　　　　　　　サーミスタ   　　　　　　　　　ソリッドステート 
 100Ω 100Ω 1kΩ 10kΩ 100kΩ 電流  AD590 電圧  LM335 

試験電流11 2.5mA 2.5mA 833μA 100μA 33μA ＋12V 1mA 
 4V max 8V max 8V max 8V max 6.6V max 1mA max 8V max 
抵抗レンジ  0－1kΩ 0－10kΩ 0－80kΩ 0－200kΩ 
試験電流確度1,3 ±1.5％ ±2.9％ ±2.9％ ±2.9％ ±2.9％ ±10％ ±1.5％ 
センサ温度レンジ －50°～＋250℃ －50°～＋250℃ －50°～＋250℃ －50°～＋250℃ －50°～＋250℃ －40°～＋100℃ －40°～＋100℃ 
センサカーブ α, β, c 設定 A, B, C 設定 A, B, C 設定 A, B, C 設定 A, B, C 設定  スロープ・オフセット スロープ・オフセット 
測定確度1,3 
±（％ rdg＋オフセット） 

0.04＋0.07Ω2 0.04＋0.07Ω2 0.04＋0.4Ω2 0.02＋3Ω 0.04＋21Ω 0.01＋1nA 0.01＋10μV

サーミスタ測定確度17

ノミナル 　　　　　確度vs 温度
サーミスタ抵抗 0℃ 25℃ 50℃ 100℃
100 Ω 0.021℃ 0.035℃ 0.07℃ 0.27℃
1kΩ 0.015℃ 0.023℃ 0.045℃ 0.18℃
10k Ω 0.006℃ 0.012℃ 0.026℃ 0.15℃
100k Ω 0.009℃ 0.014℃ 0.026℃ 0.13℃

TEC出力仕様
出力レンジ：±10VDC（±5ADCまで）13
出力リップル：＜5mVrms 7
AC抵抗エキサイテーション：±（9.6mA＋ 90 μA）12

TEC測定仕様3

ファンクション 確度（23℃±5℃）, 90日 確度（23℃±5℃）, 一年間
抵抗2, 8, 9, 10 ±（rdgの1.0％＋0.1Ω） ±（rdgの2.0％＋0.1Ω）
電圧2, 8 ±（rdgの0.05％＋2mV） ±（rdgの0.1％＋4mV）
電流 8 ±（rdgの0.2％＋4mA） ±（rdgの0.4％＋8mA）
AC抵抗2, 16 ±（rdgの0.05％＋0.01Ω） ±（rdgの0.1％＋0.02Ω）
AC抵抗2, 8, 16 ±（rdgの0.1％＋0.1Ω） ±（rdgの0.2％＋0.2Ω）

リードのオープン・ショート検出機能
ロードインピーダンス ：1μＦ公称値
コモンモード電圧 ：30VDC最大
コモンモードアイソレーション ：＞109 Ω、＜1500pF
最大電圧ドロップ（入出力センス端子間）：1V
最大センスリード抵抗 ：1Ω
最大フォースリード抵抗 ：0.1 Ω
センス入力インピーダンス ：＞400k Ω

リードのオープン・ショート検出機能
コモンモード電圧 ：30VDC
コモンモードアイソレーション ：＞109 Ω、＜1000pF
最大電圧ドロップ（入出力センス端子間）：1V
最大センスリード抵抗 ：100Ω
センス入力インピーダンス ：＞1・108Ω

注記
  1. 2510型と試験デバイスは25℃の周囲温
度に調整した時

  2.リモート電圧センス時
  3.1年間、23℃±5℃
  4.センサーとして10kΩサーミスタ使用
  5.短期間の安定性は24時間以内でペル
チェ素子と2510型が25℃±0.5℃の時

  6.長期間の安定性は30日以内でペルチェ
素子と2510型が25℃±0.5℃の時

  7.2Ω負荷に5A印加時に10Hz～10MHz
が測定される。

  8.コモンモード電圧＝0V（メータコネクトがイ
ネーブル、ペルチェの出力ローがサーミスタ
測定回路のグランドに接続されている時）

一般仕様
ノイズ除去：NMRR14 CMRR15

　60dB 120dB　　（＠NPLC＝1.00 の時）
ソース出力モード：固定DCレベル
プログラム：IEEE-488（SCPI-1995.0）、RS-232C、3ユーザ設定パワー

アップと工場出荷時設定（*RST）
電　　　　源：90V～ 260Vrms、50 ～ 60Hz、75W
保　　　　証：１年間
E　  M　  C：European Union Directive 98/336/EEC, FCC part 15

　class B, CTPR 11, IEC 801-2, IEC 801-3, IEC 801-4.
振　　　　動：MIL-PRF-28800F　Class3 ランダム加振
ウォームアップ：仕様確度まで1時間
寸　　　　法：  89mm（高）×213mm（幅）×370mm（奥）

   104mm（高）×238mm（幅）×370mm（奥）  （ハンドル、
足を含む）

重　　　　量：3.21kg

仕様

環　　　　境：動作：0°～50℃、70％RH（35℃まで）。
　　　　35°～50℃では3％RH/℃減じる
　保存：－25°～65℃

  9.抵抗レンジが0Ω～20Ωの時
10.ペルチェに印加される電流は＞0.2A
11.デフォルト電流、3μA、10μA、33μA、
100μA、833μA、2.5mAから選択可
能。電流値が低い場合は温度制御性能
に影響することに注意。

12.AC抵抗は電流反転の両極パルスで測
定、GPIBバスからのみ設定可能。

13.＜400μV、＜200μAで一定電圧、一定
電流を設定

14.電源ライン周波数±0.1％の時
15.LOリードに1kΩの不平衡入力時
16.抵抗レンジが0Ω～100Ωの時
17.2510型のデフォルトのサーミスタ電流を
一般的なサーミスタに印加した時の確度


